
市道下田明理川線

児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い

う
外
か
ら
見
え
に
く
い
場

所
で
起
こ
り
、
被
害
者
と
な
る
児

童
が
自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
未
然
防
止
や
早
期

発
見
の
対
策
が
重
要
と
な
る
。
ま

た
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
対
す

る
ケ
ア
と
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相

談
件
数
は
全
国
的
に
年
々

増
加
し
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る

児
童
虐
待
相
談
件
数
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
相
談
内
容
は
、
い
ず
れ

の
ケ
ー
ス
も
複
雑
な
理
由
が
あ
り
、

根
本
的
な
解
決
に
時
間
を
要
す
る

も
の
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

　

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
の
対
策
と
し
て
、
本
市
で
は
、

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
を
対
象

に
、
保
健
師
や
看
護
師
が
全
家
庭

を
訪
問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
と
と
も

に
親
子
の
心
身
の
状
況
、
養
育
環

境
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
育
児
不
安
を
抱
え
る
家
庭

や
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
の
あ
る
家

庭
は
、
保
健
師
な
ど
が
速
や
か
に

居
宅
を
訪
問
し
、
早
期
の
精
神
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
単

独
小
中
学
生
歯
科
医
療
費
助
成
事

業
に
よ
る
歯
科
受
診
や
小
・
中
学

校
で
の
身
体
測
定
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
児
童
虐
待
の
兆

候
を
把
握
し
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

更
に
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
へ

の
対
策
と
し
て
、
通
告
や
相
談
を

受
け
た
際
に
、
必
要
に
応
じ
て
児

童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
度
や

困
難
度
が
高
い
場
合
に
は
、
児
童

相
談
所
や
警
察
な
ど
と
の
連
携
に

よ
る
立
入
調
査
や
一
時
保
護
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
退

所
後
に
お
い
て
も
、
児
童
が
安
定

し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

家
庭
児
童
相
談
員
な
ど
が
児
童
を

支
え
、
見
守
る
と
と
も
に
、
家
族

が
抱
え
る
問
題
の
軽
減
化
を
図
っ

て
い
る
。
更
に
、
平
成
29
年
４
月

の
法
改
正
に
伴
い
、
里
親
支
援
が

児
童
相
談
所
の
業
務
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

本
市
に
お
い
て
も
児
童
相
談
所
と

協
議
を
重
ね
、里
親
制
度
の
普
及
・

理
解
に
努
め
て
い
き
た
い
。

交
通
量
が
増
加
し
て
い
る

市
道
下
田
明
理
川
線
の
延

伸
部
及
び
早
期
の
整
備
が
望
ま
れ

て
い
る
市
道
長
野
吉
田
線
、
更
に
、

丹
原
地
区
内
の
都
市
計
画
道
路
で

あ
る
市
道
下
町
線
に
つ
い
て
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

の
か
。

漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
後
継
者
不
足
も

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
就
労
支
援
し
て
い
く
の
か
。

本
市
に
お
け
る
漁
業
従
事

者
数
は
、
平
成
25
年
の
漁

業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
272
名
、
う

ち
半
数
以
上
の
176
名
が
60
歳
以
上

で
高
齢
化
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
漁
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
若
手
担
い
手
の
確
保
・
育

成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
希
望
者
が
円
滑
に
漁

業
に
就
業
で
き
る
よ
う
、
漁
業
学

校
な
ど
で
必
要
な
知
識
の
習
得
を

行
う
就
業
準
備
段
階
の
若
者
に
対

し
、
最
長
２
年
間
、
年
間
150
万
円

の
資
金
を
給
付
す
る
新
規
漁
業
就

業
者
総
合
支
援
事
業
や
、
漁
船
や

漁
具
な
ど
の
近
代
化
を
図
る
た
め

に
漁
協
系
統
金
融
機
関
の
資
金
を

利
用
し
た
漁
業
者
に
対
し
て
利
子

の
補
給
を
行
う
漁
業
近
代
化
資
金

利
子
補
給
金
な
ど
国
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
周
知
を
行
い
、
漁
業
者
の
就

業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
道
下
田
明
理
川
線
の
延

伸
部
に
つ
い
て
は
、
整
備

に
よ
っ
て
交
通
量
が
分
散
化
さ
れ
、

渋
滞
緩
和
や
通
学
児
童
な
ど
の
安

全
性
が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
、
今
治

小
松
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
環

境
も
改
善
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、

明
理
川
地
区
の
国
営
ほ
場
整
備
事

業
と
合
わ
せ
、
効
率
的
に
整
備
が

行
え
る
よ
う
道
路
計
画
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　

市
道
長
野
吉
田
線
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
要

望
区
間
全
体
の
道
路
詳
細
設
計
を

実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
今

後
、
設
計
内
容
を
地
元
関
係
者
に

説
明
し
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
早
期
完
成
を
目
指
し
た
い
。

　

丹
原
地
区
内
の
都
市
計
画
道
路

で
あ
る
市
道
下
町
線
は
全
線
が
未

着
手
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
街
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
果
た
す
幹

線
道
路
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

骨
格
と
な
る
道
路
で
あ
り
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保
や
密

集
市
街
地
の
延
焼
遮
断
効
果
な
ど

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
路
線
は
、

住
宅
密
集
地
を
通
る
た
め
、
地
権

者
や
地
元
関
係
者
の
事
業
へ
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
協
力
体
制

な
ど
の
状
況
を
判
断
し
、
事
業
実

施
時
期
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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の
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組
状
況
は
？

答
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後
の
計
画
は
？
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